
抗酸化能測定キットＰＡＯＰＡＯ
使用説明書

Cu++試薬とサンプルを混合すると、サンプル中の抗酸化物質の還元作用によりCu+が生成されます。Cu+は発色

試薬（Bathocuproine）と複合体を形成し、480～490nmにおいて吸光を示します。発生したCu+よりサンプルの抗

酸化能（還元能）を評価します。

酸化ストレスは数多くの疾病や老化現象に深く関わっており、酸化ストレスの低減は疾病予防や老化制御に役立つことが期待されています。酸化ストレスと

は 、体内で発生する活性酸素 と 、 活性酸素を消去する抗酸化能のバラ ン スが崩れる こ と に よ っ て生じ ます 。 このため 、 酸化

ストレスの的確な評価には、生体内における活性酸素（損傷レベル）と抗酸化能の両面を測定することが重要と考えられます。本試薬は銅

イオンの還元反応（Cu + +⇒Cu +）を利用し、サンプルの抗酸化能を短時間（約5分）で簡便に測定するものです。血清のトータル抗酸化能の

評価にご利用いただけます。血清の酸化ラグタイムと高い相関性を示すほか、赤ワインや紅茶といった食品サンプルの抗酸化能評価にも

適用可能です。

①標準物質（Standard 2 mM）

②サンプル希釈液 （Sample diluent）

③Cu++試薬（Cu++ solution）

④反応停止液（Stop solution）

⑤マイクロプレート

⑥撹拌子

１．測定原理とキット構成

1本

60 mL *1本

5 mL* 1本

5 mL* 1本

1枚

1本

蒸留水をラベル記載量加えて溶解します。

そのまま使用します。

そのまま使用します（50 μL/テスト）。

そのまま使用します（50 μL/テスト）。

３．必要な器具・試薬
①マイクロプレートリーダー（測定波長490 nm）

②ピペット（50～200 μL可変）

③プラスチック試験管

④蒸留水

⑤NaOH・HCl・pHメーター（標準物質を蒸留水で溶解する場合には不要）

－ １ －

２．仕様
①測定範囲：

②保存条件：

③有効期限：

21.9～4378 μmol/L（Cu還元力）

室温

製造後3年間（本キット外箱に記載）

４．測定手順

１） 標準物質の溶解（2通りの溶解法があります。） ※溶解した標準物質（2 mM尿酸）は凍結保存できます（-70℃にて１年以上）。

蒸留水にて調製する場合：①標準物質 1瓶に対し蒸留水をラベルに表示されている量分注し、室温にて3～4時間静置して溶解します。

溶けにくい場合には付属の撹拌子でゆるやかに撹拌してください。（1～2回転/秒程度）

アルカリ溶解する場合： 10％ NaOH 水溶液1 mLを分注して粉末を完全に溶解します。続いて蒸留水を2 mLを加え、塩酸にてpH7.4に調整します。

最後に総液量がボトルに記載されている液量となるよう蒸留水を加えます。

２） スタンダードの調製

１）で溶解した標準物質（2 mM尿酸）を蒸留水にて2倍（1 mM）、4倍（0.5 mM）、8倍（0.25 mM）、16倍（0.125 mM）、32倍（0.063 mM）希釈して

スタンダードを調製します。検量線の作成には0.063 mM、0.125 mM、0.25 mM、0.5 mM、1 mM、2 mM 尿酸の6レベルを使用します。

３） サンプル調製

血清サンプルは新鮮なもの又は-20℃以下で保存したものを用います。

その他のサンプルにつきましては「６．サンプル調整法」を参考に希釈してください。

４） 測定手順

・プラスチック製試験管を準備します（スタンダード分6本+各サンプル用）。試験管に②サンプル希釈液を390 μL分注します。

スタンダードまたはサンプル10 μLを加え攪拌します。

・マイクロプレートに200 μL/ウェル分注します。ブランクには②サンプル希釈液を用います。

・490 nmにおける吸光度を測定します。

・③Cu++試薬を各ウェルに50 μL分注し、軽くゆすって攪拌し、室温にて3分間インキュベートします。

・④反応停止液を各ウェルに50 μL分注し、軽くゆすって攪拌します。

・490 nmにおける吸光度を測定します。 (副波長の設定が可能な場合は、620 nmもしくは660 nmでの副波長測定をおすすめします。）

（次ページに続く）

研究用試薬
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６．サンプル別調製法

日研ザイル（株）日本老化制御研究所
〒４３７-０１２２静岡県袋井市春岡７１０－１
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５．検量線および参考値
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横軸に標準物質の濃度（尿酸濃度：mM）、縦軸に490 nmに

おける吸光度変化をプロットして検量線を作成します。

測定結果が2000 μmol/L antioxidant powerを超えるサンプルは、さらに蒸留水にて希釈して測定することをお奨めします。例えば高濃度カテキン

を含む緑茶は非常に高い抗酸化性を示しますので、蒸留水にて40倍程度の希釈が必要となる場合があります。

また、銅イオンを含むサンプルや、逆に銅イオンを吸収する（キレート作用）を持つサンプルでは正しく測定できない場合があります。

最新の技術情報・学術情報は日本老化制御研究所ホームページをご覧ください。 https://www.jaica.com

５）抗酸化能の算出

反応開始前の吸光度と反応終了後の吸光度の差を使用します。方眼紙に標準物質の濃度と吸光度をプロットして検量線を作成

します。サンプルの吸光度から、尿酸相当濃度（mmol/L）を算出し、さらに2189を掛けてCu還元力を計算します。

尿酸1 mM = 2189 μmol/L （Cu還元力）
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測定例（μmol/L antioxidant power）前処理サンプル

ヒト新鮮血清をご使用ください1069±145なしヒト血清

5508蒸留水にて４倍希釈ヒト尿

45479蒸留水にて８倍希釈赤ワイン

18～211なし日本酒

蒸留水にて８倍希釈紅茶

蒸留水にて２８倍希釈コーヒー

市販の緑茶飲料測定例8728～46687蒸留水にて８倍希釈緑茶


